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緒論

柳沢ら (1950),水野 (1953), 小宮 (1956), 松崎ら

(1959), その他多くの調査研究をまつまでもなく．わが

国における鉤虫の蔓延は著しく，特に農村における淫侵

率は極めて高く，平均20ないし 30%, ある地方では 50

ないし 60%といわれており，農民に与える直接間接の

損害は莫大なものであり，この鉤虫問題はわが国の公衆

衛生上重要な問題である．この農民の職業病ともいうべ

き鉤虫の予防撲滅には先づ第一に検便によつて鉤虫感染

者を発見し，駆虫によつて感染源である鉤虫成虫を絶滅

することであり，第二には糞便とともに排出された鉤虫

卵を孵化する以前に完全に滅殺せんとする，糞尿処理の

方法であり，第三には鉤虫の感染経路を充分に熟知し，

衛生思想の普及によつて鉤虫感染の予防に務めることで

ある

鉤虫の感染経路については，古くは Leichtenstern

(1886)や， Looss(1903)の感染実験を始め数多くの実験

研究が行なわれ報告されているが，近年に至る迄鉤虫の

感染経路については諸説が横行し，決定的な見解の一致

をみるに至らなかつたすなわち横川 (1952)は大磯らと

の実験によりヅビニ鉤虫（以後 A.d. と記す）は経口感

染が主要経路であり，経皮感染が従であるとし，蒲池ら

(1942)との実験により，アメリカ鉤虫（以後 N.a. と記

す）は経皮感染が主要経路であり，経口感染を従である

としているまた小宮(1956)は生物学的には A.d.は経

口が主要感染経路であり，一方 N.a.は経皮が主要感染

経路ではあるが，生態学的には地方地区によつて上述の

結果と逆の場合もありうるとしているこれに対して宮

川(1956)は鉤虫の感染経路は A.d.,Na. の別なく経皮

感染が主道であり，経口感染が従であると説いている

かくのごとく経皮感染が主道か，経口感染が主道かに

ついては，近年に至るまで上述するごとく全く相反する

説が並存していたが，また一方経皮感染あるいは経口感

染した仔虫が如何なる体内移行を行なつて，然る後に最

終寄生部位である腸管に達するかについても従来種々の

説が述べられていた. Leichtenstern (1886)によれば経ロ

的に摂取された鉤虫の感染期仔虫は，食道，胃を経て腸

に達し，此処でそのまま発育して成虫になるものと考え

られていた．然るに宮川 (1912)は犬鉤虫を用いた実験に

ょり，経口的に固有宿主に摂取された感染期仔虫の大部

分は腸管内で死滅し，糞便とともに体外に排出される

が，残りの僅かなもののみが消化管壁に深く侵入し，血

行を通じて肺臓，肝臓に移行して，ここである程度発育

して再び消化管に戻るのであるが，特に肺臓に達したも

のは気管，喉頭，食道，胃，腸の経路をとるか，あるい

は肺臓より再び血行を通じて腸管壁に達するものである

とした．

また横川ら (1926)は犬鉤虫の感染期仔虫を非固有宿主

である家兎およびネズミに経口的に与えると腸管壁を貫

いて肺臓，気管，食道，胃を経て腸に達するが，固有宿

主である犬に与えるとそのまま腸管内で発育すると報告

し，固有宿主へ投与せる場合と非固有宿主へ投与した場

合とでは，その移行経路の異なることを指摘している

三輪(1928)もまた犬鉤虫を用いて犬に経口経皮感染実験

を行ない，経口的に摂取された仔虫は体内循環を行なわ

ないとし，同じく松崎(1939)も犬鉤虫の感染期仔虫を犬

に感染させた場合と，非固有宿主へ感染させた場合とで

は体内移行経路が異なることを認め，固有宿主の経口感

染の場合のみ体内移行を行なわないとして横川説を支持

している

一方浅田 (1925)は成熟仔虫を固有宿主に経口的に与え

た場合は体内移行を営まず，末成熟仔虫を経口的に宿主

に与えた場合は体内移行を行なうとして，成熟度によつ

て体内移行の有無が生ずると報告している

本研究は昭和 34年度の文部省科学研究費の補助を受けた事を記して謝意を表する

(40) 



これに対して森下（1954）は鈎虫仔虫を isotopeP32の
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液中に入れ，これを犬，マウスなどに経口，経皮的に投

与して，その進行した跡を追跡し，仔虫は皮膚，消化管

内でも脱嚢するが，一部のものは宿主体内を移行し，固

有，非固有の区別はないといい，同じく（1955）犬鈎虫は

犬に経口的に投与すると 12時間後に殆んど総て腸管壁

に侵入し，腸管内にはみられず，肺臓，肝臓に小数が移

行するとし，したがって一度は腸管壁に侵入するといっ

ている

以上述べた数多の研究者のその主な業績は 3 人鈎虫す

なわち A.d.あるいは N.α．の各仔虫を各動物，すなわ

ち非固有宿主と考えられるものに投与したものか，また

は犬鈎虫をその固有宿主である犬に投与して，感染に関

する諸現象をみた研究であれかっこれらの研究結果か

ら人鈎虫仔虫を人に感染させた場合を推測しているに過

ぎない．然しながら人鈎虫の人に対する感染様式を検討

するには， 当然のことながら人鈎虫仔虫を人に経皮的

に，あるいは経口的に投与してその感染様式に関する知

見を深めるにしくはない．

人体感染実験についても今までに数多く行なわれ報告

されているが，必ずしも感染経路の究明を目的としたも

のばかりでなく，虫種，感染方法などの判然としないも

のも幾多みられる．これらの中から虫種，感染方法など

のはっきりしたものを纏めてみると次のごとくである

すなわち A.d.では経皮感染に成功したものは南崎

(1928), Kendrick (1934），梁（1937），山下（1958），中村

(1960），鈴木（1960）らがあり，経口感染に成功したもの

は大場（1929），上田（1943），光井ら（1954），山下（1958)

吉田ら（1958），平川（1959），小池（1960）等がある

また Na.では経皮感染に成功したものには Poyne

(1928), Svensson (1927），南崎（1928），河西（1932)'

Kendrick (1934), Beaver (1955），山下（1958），吉田ら

(1958），中村（1960），鈴木（1960），鷺谷（1960）等があ

る一方経口感染で、は小池（1960）以前には大場（1929）を

除いては感染に成功した例はなかった．然るに近年にな

って小池（1960），安戸（1960）は N.α．の経胃感染に成功

しているが，いづれも感染成立した成虫数が少なく，

N.a.の経胃感染の可能性は絶無で、ないにしろ，極めて

少ないものと思われる

然しながら若し何らかの方法で N.α．の経胃感染訴比

較的容易に成功すれば，その寄生虫学的意義は極めて大

きいものと思われる．すなわち従来経胃感染の成立が困

難とされていた Na.仔虫が，若しも人に経胃的に感染
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成立したとするならば，この事実を基礎として N.α．仔

虫が人に感染成立するための諸条件の検討が可能となる

訳である．また他方 N.α．の経胃感染が成立した時に果

して若菜病様症状が起るか否かは興味ある処である

神子（1937）は犬の血液を家兎に輪血し，犬鈎虫の仔虫

を犬に経口的に投与したところ， 19日自に 9.2mmと

なり，交接を営み，卵子を形成し，成虫にまで発育した

ものを認めており，長谷部（1940）は犬臓器乳剤に感染期

仔虫を浸してラットに経口的に投与すると，長期間腸管

内に停り，まれに発育するものがあり，筋肉内に移行す

るものは少ないとしている

渡辺ー（1960）は人の線維素除去血液に作用させた

Na.の仔虫を人に経口的に投与し，半田（未発表）は人

の血球浮瀞液中に投じた Na.仔虫を人に経口投与し，

水野・長瀬（1961）は人血清に作用させた Na.仔虫を人

に経口投与している

著者は Na.の感染期仔虫をラットに経皮的に感染さ

せ，肺臓に達した仔虫を人に経胃的に投与し，次のよう

な結果をえたので報告する

予備実験

一一－Na.仔虫のラット経皮感染後の

体内分布について一一

(I) まえがき

鈎虫の感染期仔虫を固有宿主に与えた場合L 非固有

宿主に与えた場合で、は，その行動の異なることは前述し

たが，蒲池ら（1943）は Na.をラットに経皮感染させた

場合には，皮膚穿通後肺臓に多く移行し，筋肉内に移行

するものは極めて少なく，皮下組織および筋肉内では発

育せず，肺臓内では著明に発育することを報告してい

る．同じく横川ら（1942）はラットおよび仔犬に Na.を

経皮感染させ，いづれも肺臓に多数の仔虫を認めてい

る．このことは前にも述べたように N.α．が最終寄生部

位である腸管内で生育するためには必ず肺臓を通り，こ

こである程度発育することが必要なことを示唆するもの

であろう

著者も N.α．の感染期仔虫をラットに経皮感染させ，

その体内分布を検索し，更に 24,48, 72, 96時間後に

ラットの肺臓より取出した仔虫を計測した．

(II) 実験方法

1) 実験材料

N.α．の感染期仔虫は Na.の単独寄生者の糞便を清

浄な克にぬり， i慮過水をメヂウムとして， 2s0cの鮮卵

器内で一週間培養し，鴻過水中に移行してきた仔虫を遠

( 41 ) 
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沈法で集め，仔虫を含む沈査を別の清浄な瓦に移し，こ

の瓦をシャーレの中に入れ，濾過水を瓦の 8分目位まで

浸す．更にこれを 28℃の孵卵器内に置き， 3日後に瓦

の周囲の濾過水中に移行せる活澄なる仔虫を使用した．

2) 仔虫の計算法

ラットに経皮感染させる仔虫は，非常に多数なので倍

数稀釈法により計算したすなわち上記の二度目の培養

によつてえだ，活澄なる仔虫を含む比較的濃度の高い仔

虫浮荷液を正確に 3cc作り，この液をよく振り動かし

て仔虫が平均して含まれるようにする．．然る後にこの浮

瀞液の中央部より， 目盛のある毛細管ヒ゜ベットにて正確

に 0.5ccを取りだし，この中に含まれる全仔虫数を顕

微鏡下で数えるこの数を 60倍すると先に作った 3cc 

の仔虫浮猾液内に含まれる全虫仔数の概数をうることが

できる．

3) ラットヘの経皮感染

上記の方法にて概算せる仔虫を，ラットに経皮的に感

染させたすなわち約 100g前後のラットの背部を約

3X3cm位の大きさに脱毛し，このラットをエーテルに

て麻酔しながら，仔虫浮茄液を背部の脱毛部分に少しづ

つ点下し，更にこの部分にすりつけるようにして作用さ

せたなお点下せる仔虫浮茄液は一度に多く作用さすこ

とができないので 3ないし 4回に分け，点下せる脱毛部

が乾燥すると，再び仔虫浮荷液を点下作用さすようにし

たこのようにして約 1時間位の間に 1匹のラットに約

8,000隻の N.a.の感染期仔虫を作用させた．なお作用

中はラットの四肢を板上に固定し，時にラットの鼻口部

にエーテルを作用させ，麻酔を維持した予定数の仔虫

を作用させた後は，皮膚の乾燥するのを待つて覚酔させ

非感染群のラットと別の箱の中で飼育した．なお実験時

の室温は 22℃前後であつた．

4) 実験成績

(i) Baermann氏変法における仔虫採取の時間的検

討

前述の方法にて N.a.の感染期仔度をラットに経皮的

に感染させた後， 24時間目にこのラットを解剖して，経

皮感染させた部分の皮膚および皮下組織（約 4X4cm), 

この皮膚下の筋肉，気管および食道，胃および腸管，肺

臓をそれぞれ別々に取りだし，これをはさみにて細切し

Baermann氏法にならつて，目の極めて細い金網の中に

入れ，更にこの金網”を大きなスピッツグラスの中の生食

水中に浸したこれを 36℃ の恒温槽内に入れて， 1,

3, 5, 10, 20時間後にこの生食水を取りかえ，この生食

第 1表 Baermann氏変法に於ける仔虫採集の

時間的検討
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水を遠沈して，この中に移行せる仔虫を顕微鏡下で数え

たところ第 1表に示すごとき結果をえた．すなわち上記

の仔虫採取の方法においては，仔虫を採取し始めてから

1時間以内では，皮膚および皮下組織で総計 584隻の中

506隻が見出され，その検出率は 584隻に対して約 86%

であり， 1時間目から 3時間目の間では 57隻が検出さ

れ，その検出率は約 10%であった それ以後の仔虫検

出率は急速に低下したまた肺臓においては総計 377隻

の仔虫発見数に対して， 1時間目迄には 257隻の仔虫を

検出し， その検出率は約 68%, また 1時間目から 3時

間目迄は 88隻発見され，その検出率は約 23%, 以後時

間の経過にしたがつて生食水中よりの仔虫の検出を行な

ったが，その検出率は急激に減少している．すなわち上

記の予備実験の結果から，著者はラットに N.a.の感

染期仔虫を経皮感染させてから， その肺臓より上述の

Baermann氏変法によつて仔虫を採取するには，約 3時

間で所期の目的を達することを知つた．

(ii) N.a. 仔虫をラッ ・せた後の体内分

布について

先に述べた方法により， N.a.の感染期仔虫をラット

に経皮感染させ，感染させてから 24時間後， 48時間後，

72時間後，および 96時間後にそれぞれ解剖し，上記の

Baermann氏変法によって皮膚および皮下組織，筋肉，

気管および食道，胃および腸管（胃壁および腸管壁と内

容を含む），肺臓の各臓器組織について生食水中に移行

第 2表 アメリカ鉤虫の感染期仔虫をラットに経皮

感染させた場合の体内分布状況
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せる仔虫を顕微鏡下で数えたところ，第 2表に示すごと

き結果をえた．すなわち経皮感染後 24時間では皮膚お

よび皮下組織には 584隻と最も多く，ついで肺臓内に

377隻が発見され，筋肉，気管食道および胃腸内には1
隻も発見できなかつた. 48時間後では ‘皮膚および皮下
組織に 496隻肺臓内に 601隻とその数は逆転し， ・筋肉

気管および食道，胃腸内には全く発見できなかつた．ま

た72時間後では皮膚および皮下組織には 199隻と減少

したが，肺臓内では 504隻となお相当数残存しており，

筋肉には 1隻発見されたが，気管および食道，胃腸内に

は発見できなかつた．更に 96時間後では皮膚および皮

下組織には 97隻と著減し，肺臓内でも 291隻とやや減
少しており，気管および食道に始めて 2隻発見された．

筋肉および胃腸内には全く仔虫を認めることはできなか
つた．

(iii) ラットの肺臓に移行せる仔虫の生長について

Na. の感染期仔虫をラットに経皮感染させ， 24時間

後 48時間後， 72時間後， 96時間後にそれぞれラット

の肺臓より取りだした仔虫の体長および神経輪附近の体

幅を計つたところ，第 3表に示すごとくであつた．すな
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写真 1 N. a. の感染期仔虫をラットに経皮感染させ
48 時間後にラットの肺臓より取り出せる仔~
虫 (8X 10) 

写真 2 同上 (8X40)
写真 3 同上 (8X 40) 

第 3表 ラットの肺臓に移行せるアメリカ
鉤虫仔虫の生長状況

仔 虫

（神体経輪附幅近）体 長

感染時期仔虫 0.580mm 0.026mm 
24 間後 0.572 II 0 .025 II 
48 

” 0. 589 II 0.027 " 
72 

” 0.610 II 0.029 11 
96 

” 0. 630 11 0.031 II 

わちラットに経皮感染さす前の感染期仔虫の体長は，平

均して 0.580mmあつたものが，投与後 24時間目では

0.572mmと若干減少の傾向を示したが， 48時間後には

0.589mmとなつて投与前より若千大きくなり， 72時間

後では 0.610mm, 96 時間後では 0.630m~ となった．

また体幅でも投与前 0.026mmであつたものが， 24
時間後では 0.025mmと若干狭くなり， 48時間後で

は0.027mm,72時間後では 0.029mm, 96時間後では

0.031 mmとなり，感染後 72時間ぉょび 96時間後にラ

ットの肺臓より採取した仔虫は，その大きさが感染前に

比べて増しているなお以上の数値は 20隻計測した平

(43 .) 
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均値である

然しながら経皮感染後 48時間目にラットの肺臓より

採取した仔虫は，写真 1ないし 3に示すごとく感染前に

比して，形態的には殆んど変化を示さなかった

5) 小括

I 1. 著者の手技の範囲内では，上記の Baermann氏

変法によつて温水中に席出してくる N.a.仔虫の時間的

検討を行なったところ，ラットの皮膚および皮下組織と

その肺臓内に含まれる同仔虫は，仔虫を回収し始めてか

ら3時間目迄の間に，その大部分が温水中に滸出してく

ることが判明した．

2. Na. の感染期仔虫をラットに経皮感染させ，そ

の後のラット体内における同仔虫の体内分布状況につい

て検討したすなわち感染後 24時間目では皮膚および

皮下組織に最も多く発見され，これに次いで肺臓からも

可成りの数の同仔虫が発見された. 48時間目では肺臓

から最も多く発見され，次いで皮膚および皮下組織とな

つている. 72時間および 96時間目の成績も同様に肺臓

からの検出仔虫数が最も多く，皮膚および皮下組織がこ

れに次いでいる．しかも皮膚および皮下組織からは感染

後 72時間目頃から減少の傾向が著明となり，肺臓にお

いても感染 96時間後では， 72時間後に比べて約半減し

ている．

3. ラットに N.a.の感染期仔虫を感染させてから，

その肺臓内より検出せる同仔虫の大きさを測定したとこ

ろ，感染後 24時間では体長体幅ともに若干減少するが，

48時間後では感染期より若干大きくなり，更に 72時間

96時間と時間の経過とともに体長体幅ともに増加する

4. 然しながら感染後 48時間目にラットの肺臓より

検出した同仔虫は，殆んど形態的には感染前と比べて変

化はない

以上の実験はいづれも A.d.および N.a.の感染期仔

虫を何らの操作を加えることなく，そのまままたは多量

の水とともに経口投与しているものが多い． ただし平

川(1959)は餡球およびゼラチンカフ゜セルに入れ， 小池

(1960)は餡球に入れて経口投与し，永井(1960)は十二指

腸ゾンデより十二指腸へ，安戸(1960)はマーゲンゾンデ

により』胃中へ正確に投与している

また長瀬ら (1961)は N.a.の感染期仔虫を人の血清内

で処理し，渡辺ー(1961)は人の脱線維素血液内で処理し

た仔虫を， ゼラチンカフ゜セルに入れて経口投与してい
る 、

著者も経口投与による口腔内または食道などの粘膜よ

りの感染を防ぎ，胃中に正確に投与するために，マーゲ

ンゾンデおよびゼラチンカフ゜セルを用いて，多量の水と

ともに投与した．

(II) 鼻実験方法

1) 被験者

被験者は健康な男子学生 2名，大学の男子事務職員 1

名と，小学校の女教師 2名の計 5名で，いずれもここ数

年ないし十数年間鉤虫は勿論，その他の寄生虫の既往は

無く，実験開始前数次にわたり，硫苦加飽和食塩水を用

いた浮猜法による検便と，瓦培養法により鉤虫およびそ

の他の寄生虫の感染を認めず，胸部X線所見，血液所見

および胸部理学的所見の結果いづれも異常を認めなかつ

た者である

実験は 8月ないし 9月に行なったが，実験後は重感染

をさけるため充分注意せしめ，特に素足で土の上を歩く

ことを固く禁じた．

2) 実験材料

仔虫の採集に当つては厳格に単独寄生を確認した．

N.a. 保有者の糞便を使用した なお羮便提供者は予備

経胃的人体感染実験 実験，本実験を通じて同一人であつた．

(I) まえがき • この提供された糞便を洗縣された培養用の瓦板にぬ

Leichtenstern (1886)が最初に経口感染実験を行なって り，濾過水をメヂウムとして 28℃の孵卵器の中で 7日

より，数多くの人体経口感染実験が行なわれているが， 間培養し，これを更に予備実験の時と同じく，その後 3

その目的は種々あり，大場(1929)は鉤虫感染による血液 日間培養を行なった．このようにしてえた活澄なる仔虫

像の変化をみるために，上田 (1943), 蒲 (1956), 川島 約 8,000隻（倍数稀釈法による）を 100g前後のラットの

(1957)らは若菜病の発症機序の研究のために，大磯 予め脱毛せる背部に作用させ， 48時間後にラットを解剖

(1930), 山下 (1958), 平川 (1959), 小池 (1960), 永井 してその肺臓を取りだし，これを細切して極めて目の細

(1960), 安戸(1960)らは感染経路究明のために，更に吉 い金網の中に入れ，更にこれを大きなスピッツグラス内

田(1958)は感染経路の究明と，若菜病の発症機序解明の の生食水中に浸して， 37℃の恒温槽内で 1時間保ち，

目的で，それぞれ経口感染実験を行なつている． この生食水中に移行せる仔虫を遠沈によつて集めた．な

(44) 



お仔虫の vitalityについても充分考慮し，運動性の無い

ものはこれを除外し，活澄に運動せるもののみを解剖顕

微鏡下に毛細ヒ゜ベットにて吸引しながら集めた．更にこ

の仔虫をベニシリン 100μ/ml,およびストレプトマイシ

ン100ッ/mlを加えた滅菌生食水中に約 20分間入れて

消毒を行なった．

2) 仔虫計算法

経胃的に投与せんとする仔虫は，すべて運動性を保ち

しかもその数を正確に数えるために平川 (1957)が行なつ

たと同じ方法によったすなわち先に毛細ヒ゜ベットで集

めた仔虫の浮瀞液の中に再び他の毛細ヒ゜ベットを注入す

ると，毛細管現象によつてこの毛細ヒ゜ペットの中に水と

ともに仔虫も上昇してくるこの毛細ヒ゜ベットをスライ

ドグラスの上ヘセロテープで固定して，顕微鏡下にこの

中に含まれる仔虫を正確に数えた．更にこの数えられた

仔虫を，ゼラチンカフ゜セルまたはマーゲンゾンデ内に注

入し，しかる後に再びこの毛細ヒ゜ペットを顕微鏡で調べ

てヒ゜ペット内に仔虫の残存なきかを確め，若しヒ゜ベット

内に残存仔虫を認めた場合は，注入前の仔虫数よりこの

数を差引いた．

3) 仔虫投与法

以上の方法により運動性の充分保たれている N.a.の

感染期仔虫を正確に算出し，第 4表に示すごとき方法で

5名の被験者に投与した第 1例では仔虫投与前に経ロ

第 4表 仔虫の投与方法及び投与数

投与法
被験者

投与 投与 投与 投与
時期 方法 水量 仔虫数

ゼラチン
No. 1 男 29歳空腹時カフ゜セ lレ 1000ml 58隻

No. 2 男 24"
” 

マーゲン 500 
ゾンデ ” 56 II 

No. 3 男 23II 

” 
ゼラ -re/
カプセ Jレ 50011 124" 

No. 4 女 3011
” ” 

500!! 5111 
No. 5 女 4211

” ” 
soo,, 48!! 

的に水を約 200ml飲ませ，その後直ちにゼラチンカプ

セル内に仔虫を 58隻入れて，約 200mlの水とともに

礫下させ，更に約 5分毎に約 200mlづつの水を 4回に

わたつて飲ませた．

第2例ではマーゲンゾンデを胃中に挿入し，仔虫投与

前にこのゾンデより水を約 200ml胃中に注入し，しか

る後に仔虫 56隻混入せる浮荷液を注射筒に入れ，マー

ゲンゾンデを通して正確に胃中に投与し，更にこのゾン

デより約 400mlの水を追加注入したなお仔虫投与に

(45) 
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用いたマーゲンゾンデおよび注射筒は良く洗i條し，この

洗涌液を遠沈してこの中に仔虫の残存なきを確めた．

第 3,第 4,第 5例では第 1例と同じく，仔虫投与前

経口的に水を約 100ml飲ませ，その後直ちにゼラチン

カプセル内に仔虫をそれぞれ 124, 51, 48隻入れて約

200mlの水とともに燕下させ，その後 10分毎に糸勺 100

mlづつの水を 2回にわたって飲ませた．

なお仔虫投与時期はいづれも被験者の空腹時であり，

仔虫投与後は胃酸の分泌を可能な限り最少限にさせるた

めに，仔虫投与後約 4時間目までは何らの食事も摂取さ

せず，その後もパンを少量と牛乳を摂取させたのみであ

り，約 7時間後より常食とした．

(III) 実験成績

1) 身体症状

i) 自覚症状

仔虫投与後より駆虫施行までの約 7カ月の間，全例に

ついて仔虫投与によつて生ずる症状の有無を調査した．

特に全身状態としては全身倦怠感，めまいなどについて

呼吸器症状としては咳嗽，喀痰，暖声，息ぎれなどにつ

いて，消化器症状としては悪恥嘔吐，食慾不振，胃部

不快感腹痛，下痢，便秘などについて観察を行なった

が，遂に全例に鉤虫感染のためと思われる症状を認める

ことはできなかつた．

ii) 他覚症状

1. 胸部X線所見

第 1例には仔虫投与前および仔虫投与後 6日目， 15日

目， 22日目， 28日目に，第 2例では仔虫投与前と，仔

虫投与後 7日目， 16日目， 21日目， 28日目に， 第 3例

では仔虫投与前と仔虫投与後 5日目， 12日目， 19日目，

23日目， 28日目に夫々胸部X線撮影を行なつた．

しかしながらいずれも仔虫投与前と何等の差を認め

ず，したがつて仔虫投与による胸部X線の変化は無かつ

たものと考えられる

i. 赤沈

全例に仔虫投与後約 1ないし 2カ月間にわたって 4な

いし 5回赤沈検査を行なった．検査を行なつた時の室温

は 20℃ ないし 25℃ であり，特に気温による補正は

行なわなかつた．ただし次に述べる値はいづれも 1時間

値である

第 1例では仔虫投与前は 6,仔虫投与後 2日および 4

日目は 4, J.1日目は 5,[15日目は 4,22日目は 7,4週

目は 4であった．第 2例では仔虫投与前 4,仔虫投与後

7日目は 2, 12日目は 6, 19日および23日目は 4,4週
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第 5表 他覚的所見（第一例）

こ見
日数

前
2 日
6 II 

11 " 
15 11 
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 第 6表 他覚的所見（第二例）:見

日数

前
7 日
12 II 

16 II 

21 II 

4 週
6 II 

8 II 

12 II 

16 II 

18 II 

5カ月
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 目には 5であった・,第 3例では仔虫投与前は 5,仔虫投

与後5日目は 3, 12日目は 6, 19日目と 23日目は 4,4 

週目は 5であつた．第 4例では仔虫投与前と仔虫投与後

16日目は 8,30日および 8週目は 7であった．第 5例で

は仔虫投与前と仔虫投与後 16日目は 17,30日目は 16,

8週目には 15であつた．

3. 糞便潜血反応

全例に仔虫投与後約 5カ月間にわたつて糞便潜血反応

を行なった．グアャック法では 5例ともに全検査(-)で

あった．

ベンテヂン法では，第 1例は仔虫投与前（一），仔虫投

与後 6日目（土）， 15日目 (+)'4週目 (-)'8週 12週

および5カ月目は（士）であった第 2例では仔虫投与前

（＋），仔虫投与後 7日目および 16日目は（士）， 4週目

は(+)'6週および 8週目は（土）， 12週および 16週目

は(+),18週目は（土）であった第 3例では仔虫投与前

（士），仔虫投与後 12日目および 4週目は (-)'6週目

は（士）， 8週目は(-), 12週， 16週および 5カ月目は

（土）であった第 4例では仔虫投与前と仔虫投与後 301

日目および 8週目は（士）， 13週目は(-)' 5カ月目は

（土）であった第 5例では仔虫投与前（土），仔虫投与後

30日目および 8週目は(+),13週目は（士）， 16週目は

(-)' 5カ月後は（土）であった．

4. 血液所見

全例に仔虫投与前より駆虫後にわたつて十数回血液検

査を行なつた．

(46) 
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第 7・表 他覚的所見（第三例）
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 第 8表 他覚的所見（第四例）
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 第1例は第 5表に示すごとく，赤血球数は仔虫投与前
460万，仔虫投与後 6日目は 453万， 11日目は 465万，
15日目は 511万， 6週目は 465万，駆虫前は 482万とな
り駆虫後は500万であった． 血色素量 (Sahli法）では
仔虫投与前 96%, 仔虫投与後 6日目は 90%, 11日目は
:98 %, 15日目は 95%, 6週目は 96%, 駆虫前は 97% 
で駆虫後は 95%であった．白血球数は仔虫投与前 6,800
仔虫投与後 6日目は 6,600,11日目は 6,800,15日目は
7,000, 6週目は 6,600,駆虫前は 5,500で駆虫後は 5,100
であった．白血球像では好酸球のみが有意と思われる変
動を示したすなわち仔虫投与前 5%であったものが仔
虫投与後 6日目には 9%, 11日目には 11%と増加の傾
向を示し， 15日目および 18日目には 18%となり， 4週
目には 13%と一時的に減少したが， 8週目には再び 19
％と上昇したその後 12週目は 11%, 5カ月および 6
カ月目には 9%と減少し，駆虫前には 5%となり仔虫投

与前と同じ値となった．駆虫後は 2日目に 8%とやや増
加の傾向を示したが， 1週後および 3週後には再び 5%
となったその他の白血球像では好酸球の変動につれて
多少の変化を認めたが，有意と思われる変化を示すこと
はなかつた．

第 2例では第 6表に示すごとく，赤血球数は仔虫投与
前411万，仔虫投与後 7日目は 3G5万， 4週目は 385万
駆虫前には 415万で駆虫後は 403万および410万であつ
た血色素量では仔虫投与前および仔虫投与後 7日目は
110%であり，その後は 105%および 106%と殆んど変
化を示さなかつた．白血球数では仔虫投与前 6,400,仔虫
投与後 7日目は 6,000,4週目は 5,900,12週目は 6,400,
駆虫前は 7,100であり，駆虫後 2日目および 2週目に
はいづれも 6,900であった．白血球像でも特に著変はな
く，好酸球も仔虫投与前 0%であったものが，仔虫投与
後 7日目には 3%, 12日目は 2%, 16日目より 12週目

(47) 
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第 9表 他覚的所見（第五例）
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第 10表 仔虫投与後の虫卵及び仔虫の検索

~No. 1 
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まではいづれも 4%であったが駆虫前には 2%となり，

駆虫後 2日目は 2%, 2週目には 0%となった．

第 3例では第 7表に示すごとく，赤血球数は仔虫投与

前 520万，仔虫投与後 12日目は 506万， 4週目は 481

万， 5カ月目は 485万，駆虫後は 516万であった．血色

素量では仔虫投与前 90%,仔虫投与後 12日目も 90%, 

4週および 5カ月目は 95%,駆虫後は 90%であった．

白血球像では好酸球にのみ軽度の変動を示した．すなわ

ち仔虫投与前 3%-であったものが， 5日目には 6%, 12 

日目は 7'%, 4週および 8週目には 9%, 12週目には

10%まで増加したその後は徐々に減少しつつ駆虫前

には 4%となり，駆虫後も同じく 4%であつた．その他

の白血球像には有意の変化が認めなかつた．

第 4例では第 8表に示すごとく，赤血球数は仔虫投与

前 400万，仔虫投与後は 415万より 395万の間を上下し

駆虫後は 407万であつた． 血色素量も100%より 95%

の間にあり，特に有意と思われる程の変化を認めなかつ

た．白血球数は仔虫投与前 5,900,仔虫投与後は 6,000な

いし 6,700であり，駆虫後は 5,900であつた．白血球像

ではこの例でも好酸球に若干の変動を認めた．すなわち

仔虫投与前 2%であつたものが，仔虫投与後 16日目に

は4%, 30日目は 5%, 8週目は 8%と若干増加し，そ

の後は徐々に低下して駆虫前には 3%となり，駆虫後2

日目および 11日目には同じく 3%であったが， 2週目に

は0%となった．この例でも好酸球以外の白血球像では

有意と思える変化を認めなかつた．

第 5例では第 9表に示すごとく，赤血球数は仔虫投与

前 421万，仔虫投与後 8週目は 405万， 16週目は 409万 I
駆虫前には 415万で駆虫後は 397万であつた．血色素量

では仔虫投与前 90%, 仔虫投与後 8週目と 16週目は 95

％，駆虫前には 98%で駆虫後は 95%であつた．白血球

数も仔虫投与前は 6,000,仔虫投与後 8週目と 16週目は

5,900, 駆虫前は 6,200, 駆虫後は 6,300であった．白血 I
球像では好酸球が仔虫投与前 0%であつたものが，仔虫

投与後 16日目は 6%, 30日目は 8%, 8週目には 9o/o 

と増加したその後は 13週目 6%となり， 16週目に再

び 8%となったが， 5カ月目は 7%,駆虫前には 6%と
I 

なり，駆虫により 2%となった．その他の白血球像では

特に注目すべきものはなかつた．

(2)仔虫投与後の虫卵および仔虫の検索

全例について仔虫投与後第 4週目より第 10週目まで

毎週 1回，その後は毎月 1回，硫苦加飽和食塩水による

浮蒋法と，瓦培養法により，虫卵の排出状況および仔虫

の検索を行なった． その結果は第 10表に示すごとく，

第 1例では仔虫投与後 10週目に始めて不受精卵の排出

(48) 
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第 11表排出虫体の大きさ

排出例 駆虫まで
の日数

体長 （体中央幅部） 子宮腔内

No. 1 7カ月 9.45 mm 0.410 mm 不受多精数卵

No. 5 
6カ月

9. 25 II 0. 395" II 
と28日

をみた．その後 11週および 12週目には発見できなかつ

たが， 13週目および 5,6, 7カ月目にもそれぞれ同じく

不受精卵の排出を認めた． 第 2, 第 3,第 4例ではいづ

れも全期間を通じて一度も虫卵を発見することができな

かつた第 5例では仔虫投与後 8週目に始めて不受精卵

を発見した その後 9週および 10週目には検出できな

かつたが， 11週目に再び不受精卵を認め， 12週目には

発見できなかつたが， 13週目， 5,6, 7カ月目には常に

不受精卵を発見できた．

なお同時に瓦培養法により仔虫の検索を行なったが，

第2,第3,第 4例は勿論， 不受精卵の排出のあった第

1例および第 5例でも遂に仔虫を検出することはできな

かった．

(3)駆虫状況および排出虫体

仔虫を投与した全例に，仔虫投与後約 7カ月後に駆虫

を行なった． 駆虫剤はいづれも四塩化エチレンを使用

し，全例に 6g_を1回に投与した．駆日数日前より便通

を良くし，便秘傾向のある第 5例の被験者には 3日前よ

り緩下剤を投与して便通を促した駆虫前日は線維素含

有の少ない食物を摂らせ，午後 7時頃芭硝 25gを多量の

水とともに服用せしめ，宿便の無きようにした．駆虫当

日の朝食は線維素含有の少ないパンと牛乳，またはウド

ンとし，午前 11時頃四塩化エチレン 6gを一度に服用

49 

せしめ，約 2時間後に更に多量の水とともに芭硝を 25g

投与した．駆虫前日の下剤投与後の下痢便と，駆虫剤お

よび下剤投与後の全下痢便と，駆虫剤および下剤投与後

の全下痢便と，便に引続きその後 3日間にわたつて，排

出全便について虫体の検索を行なった．

虫体の検索は目の細い金網の中に糞便を少しづつ入れ

て，これに流水を加えつつ細砕濾過し，金網内に残つた

残査を小さなヒ゜ンセットにて移動させながら丹念に虫体

の検索を行なつた． なお濾液もそのまま捨てることな

く，更に目の細い金網によつて虫体の検索を行ない，虫

体の逸脱なきように注意した．以上の操作は 2人にて行

ない，最初の 1人が見終つた糞便は必ず次の者も最初の

者と同様に虫体の有無を検して，虫体の検出洩れを防い

だ

以上のごとき虫体の検索により，第 1例および第 5例

にいづれも Na.の雌の成虫をそれぞれ 1隻づつ発見し

た．排出された虫体は直ちに生理的食塩水に入れ，約 2

時間後に体長と体幅を計測した．すなわちその結果は第

11表に示すごとく，第 1例に発見された虫体は，仔虫投

与後丁度 7カ月目で，体長 9.45mm, 中央部の体幅は

0.410mmであり，第 5例に発見されたものは仔虫投与

後 6カ月と 28日目で，体長は 9.25mm, 中央部の体幅

は (¥.395mmであつた．

これらの排出虫体を顕微鏡下に検するに，子宮腔内に

多数の不受精卵を証明した．

(4)駆虫前後の肝臓機能について

駆虫薬特に四塩化エチレン投与により，肝臓機能に障

害をきたす恐れなきを検するためと，駆虫前後にチオク

ト酸を服用した場合，この肝臓機能障害の予防になる
か

第 12表 駆虫前後の肝臓機能検査

被検例 非 投 与 群 チオ ク 卜 酸投与群

No. 1 No. 2 No. 3 No. 4 No. 5 
検査＼＼＼＼ 月ヽ,U _ 後 目"U. 後 月ヽ,リ_ 後 目ヽ,り• 後 月‘’リ 後

尿ビリ Jレビン
尿ウロビリノーゲン 土 土 ＋ ＋ ＋ 土 土 士 ＋ 
血 清 蛋 白 7 .2g6 /dl 7. 511 8. 0 II 8.5 II 7 .6" 8.3" 7, l // 7 .3 II 7 .0" 8.211 

H.黄V.D疸.B. 間指接接反数応応
6 7 7 6 7 7 6 7 10 

陰性 陰性 陰性 陰性 弱陽性 陽性 陰性 陰性 陰性 弱陽性
H.V.D.B. 直反 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性
血清 T高. 田反応 士 士 土 士 士

T.T. 2.3単位 2.5 II 3 .5 II 3 .3 II 2.5 II 2.811 2.211 2.111 3. 1" 3.8 II 
C.C.F. 士 ＋ ＋ ＋ 士 士 ＋ ＋ 

血清コレステロー Jレ 18lm単g位/dl 15211 173" 203 II 14011 21311 172!! 15011 18111 142 II ク y ケ Jレ 8.4 9.211 9 .5 II 9. 0 II 15.511 15.211 8.211 8 .011 11.511 15.011 
B.S.P. 5%以下 5% " 5 % " 5 % ,, 5 % " 5 % " 5 % " 5%+ 5 % " 5 % II 

(49) 
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どうかを比較検討したなお駆虫薬投与後の肝臓機能検

査は 48時間後に行なった．

第 12表に示すごとく，第 1例および第 2例はチオク

ト酸を服用せしめない群であるが，第 1例でば駆虫薬

投与前血清コレステロールが 181mg/dl, 駆虫後は 152

mg/dl となつた以外は殆んど変化は無かつた．第 2例で

はコレステロールが駆虫前 173mg/dl, 駆虫後は 203

mg/dl, 尿ウロビリノーゲンが（一）より（士）に， C.C.F.

が（土）より（＋）となった以外は著明な変化を認めなかつ

た．

第 3例，第 4例および第 5例には駆虫前日より駆虫後

2日間，チオクト酸 20mgを朝晩 2回に分けて服用せ

しめた第 3例では H.D.Bergh間接反応が駆虫前弱

陽性であつたのが，駆虫後陽性となり，血清コレステロ

ールが 140mg/dlより 213mg/dlとなった第 4例で

は全検査に殆んど変化を認めなかつた．第 5例では尿ウ

ロビリノーゲンが（士）より（＋）に，黄疸指数が 7より

10に， H.D.Bergh間接反応が陰性より弱陽性に，血清

高田反応が（一）より（士）に，血清コレステロールが 181

mg/dlより 142mg/dlに，クンケルが 11.5より 15.0と

なった

(5)感染成就率

ラットに N.a.の感染期仔虫を経皮感染させ， 48時

間後にラットの肺臓より取りだしたる仔虫を，人に経胃

的に投与せる場合の感染成就率は， 第 13表に示すごと

<'5例中 2例に感染が成立した第 1例では経胃投与

第 13表 感染成就率

被験者 仔虫の種類
投与
仔虫数

排出成虫数

0~ 計

感染
成就率

No. 1 アメ •リカ鉤虫
No. 2 11 
No. 3 11 
No. 4 11 
No. 5 11 

58隻
56" 
12411 
51" 
4811 

1
0
0
0
1
 

1
0
0
0
1
 

0
0
 
0
0
0
 

%”””” 

7

1

 

•• 1
0
 0
0
 
2
 

仔虫数58隻に対して感染成虫は 1隻であり， したがつ

てこの感染成就率は 1.7%であつた．第 5例では投与仔

虫数48隻に対し，感染成虫は 1隻であり， したがつて

この感染成就率は 2.1%であった他の第 2例，第 3例

および第 4例は全く感染の成立をみず，したがつてこの

感染成就率は 0%であった

なお駆虫後は 2週および 3週目に硫苦加飽和食塩水浮

荷法による検便と，瓦培養法により虫卵および仔虫の検

索を行なったが，いづれも陰性であった．

(6)小括

1. ラットに N.a.の感染期仔虫を経皮感染させ， 48

時間後にラットの肺臓に移行せる仔虫を分離し，これを

5名の被験者に経胃投与した．

2. 自覚症状を訴えた者は 1例もなかつた

3. 胸部理学的所見，胸部X線所見，血沈，糞便潜血

反応なども全例に異常を認めた者は無かつた．

4. 血液所見中，好酸球のみが 5例中 4例に軽度の増

加を認めた．

5. 軽度の好酸球の増加を認めた 4例中 2例に不受精

卵の排出を認めたが．培養により仔虫を認めることはで

きなかった．

6 .. 駆虫前後にチオクト酸投与群と非投与群に分けて

肝臓機能検査を行なつたが，チオクト酸投与群に 1名，

非投与群に 1名極めて軽度の変化を認めたが，チオクト

酸の効果は判然としなかつた．

7. 仔虫投与後約 7カ月目に全例に四塩化エチレン 6

gを投与して駆虫を行ない， 5例中 2例，すなわち不受

精卵の排出を認めた第 1例および第 5例に N.a.の雌 1

隻づつを発見したなお第 1例および第 5例の感染成就

率はそれぞれ 1.7%および2.1%であった．

一 考察

N.a. は経皮的には容易に感染するが，経口的に殆ん

ど感染が成立しないことは前述したが，この経口感染の

困難な理由を感染の容易な経皮感染の場合と比較してみ

るに，経皮的に侵入した仔虫の大部分は，皮下組織より

血流またはリンパ流を通じて肺臓に達するが，ここから

は気管支，気管，喉頭，食道，胃を経て腸に達する経路

と，肺臓より左心を経て大循環系の血液中に移行して腸

に達する経路があるとされているしたがつて経胃投与

の場合と比較して，皮膚侵入より肺臓までの経路が特異

的である

緒論でも述べたように，感染経路究明のために種々の

実験研究が行なわれているが，特にこの問題解明を目的

とした人体実験の報告は少ない著者はこの点の究明の

ために，皮膚侵入より肺臓までの経路を実験動物である

ラットによつて経過させ，肺臓より分離せる仔虫を人に

経口的に投与し， 5例中 2例に感染の成立をみたことを

述べたのであるが，この問題について考察を加えてみた
vヽ．

(1) 予備実験について

この実験は経皮的に侵入した Na.の感染期仔虫の体

(50) 



内分布を知り，かつ肺臓に移行せる仔虫の生長状態を調

ベ，更に肺臓内に生長した仔虫を発見した場合，これを

活動性の保たれたまま速やかに取りだし，人に対して確

実に経胃投与することができるかどうかを主眼とした

蒲池(1943)は N.a.仔虫を白ネズミに経皮的に感染さ

せた場合，鉤虫は皮膚穿通後最も多く肺臓に移行し，筋

肉内に移行するものは極めて少なく へ皮膚および皮下組

織では発育せず，肺臓内では感染後 80時間までは体長

がやや減少するが，その後は徐々に大きさを増すことを

報告しているまた渡辺ー(1960)は人の線維素除去血液

の中で N.a.の感染期仔虫を処理すると， 70時間目まで

は体長は一旦減少するが，その後は徐々に旧に復すると

している

著者の実験でも経皮感染後 24時間目には早くも肺臓

に多数の仔虫が現われ， 48時間ないし 72時間後にその

数は最高に達し，以後急速に肺臓より減少することを示

しているこのことは皮膚より侵入した仔虫は肺臓へ移

行し，宿主の肺臓内で若干時間滞留する間に，生理的に

も形態的にもある程度生長して，その後の腸管内での生

存に適応できるがごとき発育をなすものと考えられる

すなわち肺臓内における大きさの変化をみるに，感染後

24時間目では平均体長および平均体幅が若干減少して

いるが，その大きさにおいて感染期の仔虫に比べて可成

りの個体差が認められる．これは著者の考えでは各仔虫

間の固有体長のばらつきに加えて，ラットの肺臓に早く

達した仔虫と，然らざる仔虫とでは，肺臓内での発育度

にも若干の相違があることと考えられるからである．然

して経皮感染後 24時間目には感染前の体長より若干減

少の傾向があったが， 48時間後には感染前より若千の増

大を認め， 72時間後ではその大きさを更に増し， 96時

間後では体長体幅ともに明らかに増大し，その固体差も

24時間後に比べて比較的少なくなつている． 然しなが

ら皮盾および皮下組織と肺臓以外では，筋肉と気管およ

び食道に極めて少数の仔虫を認めたのみであり，肺臓通

過後の仔虫の移行経路は，この予備実験の目的からも，

上述の実験成績のみでは明確な判断を下すことはできな
Vヽ．

なお著者の行なった仔虫採取法は Baermann氏法に

ならった変法であり，ラットの肺臓より activityの充分

保たれている仔虫を採取するのがその主目的であったた

め，各組織臓器内の仔虫を完全に採集したものでなく，

著者の方法により生食水中に帝出せるもののみを数えた

ものであるから，各組織臓器内になお若干の仔虫が残存
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しているものと考えられる．

(2)人体感染実験について

1) 被験者について：被験者の選択については，人体

実験の場合にもできることならば，動物実験の場合のよ

うに同一条件下に行なうのが最も理想的であろうが，こ

れは現実的には非常に困難なことであり，やむをえず学

生 2名，事務職員 1名，教師 2名について行なった．い

づれも農業に全く関係なきものであり，特に素足で土の

上を歩くことを固く禁じ，実験前には再三にわたつて寄

生虫感染の無いことを確めた．更に Otto(1941)は犬を

用いた犬鉤虫の実験で，感染成立を阻害する免疫状態の

発現を指摘しているので，特にここ数年来鉤虫は勿論，

その他の寄生虫感染の既往のないことも被験者の条件の

一つに加えた

2) 仔虫算定について：従来の報告では投与仔虫の算

定については，詳細に報告したものは比較的少ない．上

田(1943)らの行なったごときガラス板上で仔虫を数える

のでは，仔虫が自由にその位置を変え動くので，計算が

不正確となり，かつ算定に長時間を要した場合には，仔

虫の活動性に対して悪影響を及ぼすものと思われる平

川(1957)の考案したガラス毛細管を用いた方法は正確で

かつ活動性をみるにも適しているのでこの方法で行なつ

た． 、

3) 仔虫の消毒について：消毒については生食水をメ

ヂウムにした場合と， 100μ/mlのベニシリン液と， 100

ッ心のストレフ゜トマイシン液の混合液中に約 20分間浸

した場合との仔虫の活動性について比較したところ，両

者間に特に差を認めなかつた．

なおゼラチンカプセルについても，特に仔虫の活動性

に影響を与えるか否かについて検討を行ない，何等の悪

影響をも仔虫に与えないことを確めておいた．

4) 仔虫投与法について：広義の経口感染とは口腔粘

膜，または咽頭食道粘膜などからの体内侵入をも含める

のであろうが，厳密には上述の感染経路は寧ろその生物

的な性格から，経皮感染に属するものというべきであ

り，狭義の経口感染は胃液または十二指腸液の洗礼を受

けてから感染することを意味するものと思われるした

がつて著者は胃中に正確に投与するために 5例中 1例は

マーゲンゾンデを用い，他の 4例は総てゼラチンカプセ

ルの中に仔虫を封入して，多量の水とともに投与した

宮川(1912)は犬を用いた実験で，経口投与された仔虫

は消化管内で多くは死滅し，死滅を免れた少数の仔虫の

みが体内移行を行なうと述べており，石井(1931)も犬鉤

(51) 
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虫は犬胃液に対して抵抗性の少ないことを指摘してい

る．平川 (1959)は人工胃液を用いて， A.d.仔虫は Na.

仔虫よりも人工胃液に対する抵抗性の大なることを認め

ている．したがつて上述の各研究者の実験結果から，経

口感染の特微の一つは，経口投与された仔虫が，胃に達

するまでに途中の粘膜より体内に侵入することではな

くて，消化液の影響を受けた仔虫がその後宿主の体内で

如何なる態度をとるかということである

小池(1960),安戸 (1960)は空膜時に多量の水とともに

N.a. の感染期仔虫を人に投与し， 胃酸度を低下させて

狭義の経口感染に極めて僅かではあるが成功しているこ

とは，上述の著者の考えとも照し合せて興味深いものが

ある

5) 自覚症状について：鉤虫感染時の自覚症状につい

ては Looss(1903), 南崎(1928), 河西(1932), 蒲(1958)

吉田 (1958)ら，殆んど全例に呼吸症状を認めている．川

島(1957)は咳嗽などの主症状は A.d.の経口投与によつ

て起るが， A.d.の仔虫乳剤の内服では起らないことか

ら，これらの症状は仔虫の肺臓への移行を，鉤虫アレル

ギーよりも重視している

著者の行なった実験では全期間を通じて，自覚症状を

訴えたものは 1例もなかつたのであるが，このことは著

者の実験では感染虫数が少ないせいか，あるいはラット

の肺臓より採取せるため，すでに肺臓内で若干生長を行

なつており，したがつて経胃投与後肺臓内へ移行しなか

ったためであるかは判然としない蒲 (19f'i6) によれば

N.a. の経口感染に成功していないため， この場合を除

き N.a.の経皮感染時にも， A.d.の経口および経皮感

染時にも，感染成立のある時には必らず若菜病様症状を

認めており，富士田ら (1957)は Na.の経口および経皮

投与により， 1隻のみの感染にも拘らず，軽度ながら投

与後 3日ないし 5日目に咳嗽，喀痰などを認めている

このことから著者の実験ではラットの肺臓を通過してい

た仔虫のため，経胃投与後肺循環を行なわなかつたので

はないかと想像されるが， ラットの肺臓から採取した

N.a. 仔虫を宿主の胃中に投与した場合，同仔虫はその

後如何なる運命を辿るかについては更に将来検討を加え

たい．

6) 他覚症状について：宮川 (1948),北山 (1951),小

笠原(1953)等は多数の幼虫が肺臓に一時的に集まる時は

肺浸潤を思わせるごときX線所見を認めることを報告し

ており，特に宮川(1948)は寄生虫性肺浸潤によつて喀痰

の中に幼虫を発見しており，また血痰中に多数の好酸球

を認めることから，単に幼虫の機械的影響のみならず，

アレJレギーも関係していると主張している

著者の実験では感染の成立した例においても，遂に胸

部X線所見では一過性の陰影らしき所見をも認めえなか

ったが，感染成立した成虫数が少ないことから，果して一

過性の陰影が，より多数の成虫が感染した場合には認め

ることができるか否かの問題は他日に譲りたいと思う

潜血反応では富士田ら (1957)は Na.の 1隻のみの感

染により，宮川 (1956)は 2ないし 3隻の感染で潜血反応

が陽性になったと報告しているが，著者の場合にはグア

ヤック法でいづれも陰性であり，ベンチヂン法で若干変

化を示しているが，これは検査前潜血食を与えたわけで

はないので，これを以つて直ちに鉤虫寄生による結果と

は考え難い

血液所見については多くの報告があり，白血球数につ

いては河西(1932),鈴木(1959)らが好酸球の増加ととも

に周期的に増加すると報告しているが，著者の実験では

特に有意と思える白血球の増加は認めえなかつた．

白血球像中，好酸球については鉤虫のみならず，寄生

虫疾患では殆んどの場合特異的に増加することが認めら

れており，著者の場合では 5例中 4例に好酸球の増加を

みている感染が成立し，しかも感染成虫数が少ないに

も拘わらず，第 1例では最高 19%にまで達しているが，

この被験者は平素より蒜麻疹が良くでき，仔虫投与前よ

り好酸球が比較的多く，アレルギー体質であったためで

はないかと思われる

8) 駆虫前後の肝臓機能について：肝臓機能検査の結

果は，特に機能障害と断定する程のものはなく，チオク

ト酸の効果も判然としなかつた．

9) 感染成就率について：著者らの行なった実験の感

染成就率は第 1例 1.7%, 第 2例，第3例および第 4例は

ともに 0%,第 5例は 2.1%であった．更に水野• 徳永

(1961)はラットに N.a.の感染期仔虫を経皮感染させ，

96時間後に肺臓より分離した仔虫を人に経胃的に，一部

はその十二指腸内に投与して，被験者の 1人に 6隻の

Na. 成虫が感染成立したことを報じているこのこと

はラットの肺臓より分離せる Na.仔虫は，人への経胃

感染の可能性が高まることを示すものであろう

(3) Na. の感染経路について

Na. の感染期仔虫は経皮的に感染し易く，経胃的に

は感染しにくいことは再三にわたつて述べてきたことで

あるが，経皮感染の場合には皮膚穿通後皮下組織へ入り，

先づ固有宿主の体液に接し，然る後に血流またはリンパ

(52) 



流を通つて肺臓に至り，ここである程度成長することを

明らかにしてきた．蒲池(1943)は N.a.をラットに経皮

感染させ，その皮膚および皮下組織では殆んど成長しな

いことを報じており，大内ら (1961)は N.a.の感染期仔

虫をラットに経皮感染させ，皮膚および皮下組織より採

取せる仔虫を人に経胃的に投与したが感染に成功しなか

ったこのことから非固有宿主であるラットの皮膚およ

び皮下組織より一定時間以内に取りだした仔虫は，それ

のみでは未だ固有宿主への感染成立性は無いもののごと

くである

岡田 (1930)は犬鉤虫の仔虫を犬の血液溶解液中で飼育

し，これを家兎に経口投与すると腸管内で発発育すると

いい，神子(1939)は犬血液を家兎に輸血し，犬鉤虫仔虫

を家兎に経口投与してその成長を認めており，渡辺一

(1960)は人の線維素除去血液内で 48時間処理した N.a.

仔虫を人に経胃投与し， 1例のみではあるがその感染成

立に成功している． このことから固有宿主の血液と，

Na. 仔虫の宿主への感染成立性との間に， ある程度の

関係が存するごとくにも思われる．然しながら渡辺一

(1960)の経胃感染成功例はその感染成就率としてみる時

極めて低く，これを以つて N.a.仔虫の経胃感染成立と

することは未だその時期でなく，更に今後の検討が必要

である．

中島(1931)は人鉤虫を人の肺臓乳剤内で飼育し，家兎

に与えると著明に発育することを報じており，長谷部

(1939)は犬臓器乳剤に仔虫を浸し，ラットに投与すると

ラット体内で発育するもののあることを認めている．蒲

池(1942)は N.a.仔虫を白ネズミに経皮感染させ，皮下

組織および筋肉内では発育しないが，肺臓においては著

明に発育すると報じている．著者も N.a.の感染期仔虫

をラットに経皮感染させ，ラットの肺臓よりえた同仔虫

を人の胃中に投与し， 5例中 2例に感染が成立したこと

は既に述べた通りである．

以上の諸説より考察するに N.a.が人の腸管内で生育

するためには，肺臓を通過することが必要なものと考え

られる．更にラットの肺臓に達してからいくらも時間の

経ていない仔虫は，体長体幅ともに著明な成長を示さず

常用の顕微鏡での観察範囲内では，その大いさのみ若干

増しているだけであるのにも拘わらず，著者ならびに水

野・徳永(1961)の成績によれば，その経胃的感染の成立

性が高まるがごとき印象を受けるのであるこのことは

肺臓内より採取した仔虫のより詳しい電子顕微鏡的観察

が望ましいが，他方生理的な発育をも肺臓内で .N.a.仔

(53) 
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虫は営むものと考えられる

なお胃投与された場合の N.a.の感染期仔虫の体内移

行については， ChinThaek Soh (1958)はマウスの胃中

に N.a.の感染期仔虫をカテーテルで投与し，肺臓や肝

臓に仔虫を認めていることや，水野・斉藤(1962)は N.a.

の感染期仔虫をマウスの胃中に投与して，肝臓と小腸よ

り仔虫をえていることから，著者は Na.の感染期仔虫

の経胃感染時には，同仔虫は極めて一部ではあろうが，

宿主の体内に侵入して肺循環をするのではないとも考え

るのである．

総括

Na. の感染期仔虫をラットに経皮感染させ， その体

内分布状態を調べ， 経皮感染後 48時間目にラットの肺

臓に移行せる仔虫を採取して，その生長振りを検討し，

更に同好虫を有志者 5名に経胃的に投与して，次のごと

き結果をえた．

(1) N.a. の感染期仔虫をラットに経皮感染させ，そ

の後の仔虫の行動を検討した．

1) 皮膚および皮下組織と肺臓に多く発見され，筋肉

および気管食道には極めで少なく，胃腸には全く発見で

きなかった．

2) 感染後肺臓に移血せる仔虫は 24時間目では若干

縮少し， 48時間目には感染期仔虫より極めて少し大きく

なり， 72時間および96時間目では体長体幅ともに明ら

かに増大する．

(2). N.a. の感染期仔虫をラットに経皮感染させ， 48;

時間目にラットの肺臓より採取せる仔虫を，人にマーゲ

ンゾンデまたはゼラチンカプセルに封入して経胃的に投

与した．

1) 自覚症状，胸部理学的所見，血沈，糞便潜血反応

胞部X線所見などに異常を認めた者は全く無かつた．

2) 血液所見では 5例中 4例に軽度の好酸球の増加を

認め，この 4例中 2例に不受精卵の排出を認めた．

3) 駆虫により不受精卵の排出のあつた 2例に，いづ：

れも N.a.の雌の成虫をそれぞれ 1隻づつ検出した．こ

の感染成就率はそれぞれ 1.7%と 2.1%であった．

稿を終るに臨み御懇篤なる御指恋と，御校閲を賜つた

柳沢利喜雄教授に深甚なる謝意を捧げ，併せて終始御指

泣を頂いた水野哲夫助教授に謹んで感謝の意を表しま

す．叉御助言を頂いた予防衛生研究所寄生虫部長小宮義：

孝博士，千葉大学医動物学教室横川宗雄教授，並びに人

体感染実験に直接御協力下さつた諸氏に衷心より感謝致：

します．
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本論文の要旨は第 29回日本寄生虫学会総会に於いて

発表した
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STUDIES ON INFECTION MODE OF HOOKWORM 

ORAL INFECTION IN HUMAN HOST WITH LARVAE OF 

NECA TOR AMERICANUS ISOLA TED FROM 

LUNGS OF INFECTED RATS 

AKIRA OGINO 

(Department of Public Health, School of Medicine, Chiba 
University, Chiba, Japan.) 

It has been reported by many investigators that infective Necator americamus larvae can 

easily reach maturity by percutaneous infection, ori the other hand, those can not per os. In 

-order to confirm above mentioned problem, following experiments were carried out by the 

author. The rats were infected with the infective larvae・of N. a .. percutaneously and the pre-

・sence of the larvae in the tissues of infected rats was examined. The larvae, which had 

migrated into the lungs of the infected rats 48 hours after infection, were collected by the 

Baermann technique and the degree of their development was examined microscopically. 

Then the larvae isolated from the lungs of infected rats were administered into the 

:stomachs of human hosts. The results of this observation were as follows. 

(1) Many larvae were found in the skin, subcutaneous tissue and the lungs of infected 

rats after the percutaneous infection. While, few larvae were found in the trachea, esophagus 

: and the muscle of the infected rats, and none in the tissues or the contents of alimental tract. 

The total length and maximum width of the larvae, which had migrated into the lungs of rats 

after percutaneous infection, seemed to grow somewhat smaller than infective larvae in the early 

訊age of infection, however, those of larvae increased progressively with the progress of the 

infestation. 

(2) The larvae, which had migrated into the lungs of infected rats 48 hour after percu-

taneous infection, were collected and examined their vigor microscopically. Then they were 

:administered into the stomachs of 5 human hosts with the aid of stomach tube or gelatin-capsule 

in which larvae were put.・Following stomach inoculation no one revealed subjective symptoms. 

In four out of fine volunteeres blood picture showd slight eosinophilic leukocytosis. In two out 

-of four cases infertilized eggs were found in their feces. Each of these two cases, who produced 

-only infertilized eggs in their feces, expelled a female N. a. after anthelmintic treatment. The 

ェatesof number of establisched worm to number of larvae penetrated into volunteers'skin are 

1. 9% and 2.1 % respectively in these above mentioned cases. 

(5G) 




